
進んで体をきたえよう今月の生活目標

〈公開研究会〉 〈保健室より〉
研究主任 斉藤 剛 養護教諭 山縣 靖子

平成２３年度より全面実施された学習指導要 季節が秋から冬に変わる頃から、気温も低くな

領で最も重要視されていることは『思考力・判 り、空気も乾燥してきます。風邪やインフルエン

断力・表現力』の育成です。そこで、昨年度よ ザがはやる季節です。冬にインフルエンザがはや

り本校では 『思考力・判断力・表現力』の向 るのは、インフルエンザウィルスが寒くて乾燥し、

上を図る指導を社会科・生活科を中心に行って たところが好きだからです。うがい、手洗い、室

きました。 内ではこまめな換気と必要に応じて加湿すること

今年度生活科では、振り返りカード（パワー などが予防につながります。

アップカード）の活用を通して、自分の考え方 また、風邪やインフルエンザを予防するために

を明確にしたり、次の考えへのヒントにしたり は、私たちがもっている「自然治癒力」を高める

しています。社会科では考える場面の設定、ま ことも大切だと思います。自然治癒力には①体の

た表現活動を通した深め合る場面の設定に重点 機能のバランスや秩序を正常に保つ「恒常性維持

を置くことで、様々な視点から考えたり、友達 機能」②傷を治す「自己再生機能」③細菌やウィ

の考えを聞いて新しい考えをもったりする力の ルスと戦う「自己防衛機能」があります。自然治

育成に努めてきました。 癒力が弱くなると、細菌やウィルスをやっつける

その結果、子供たちは考える視点を少しずつ 力も弱まるので、病気にかかりやすくなり、かか

多くもてるようになり、友達との関わり合いも っても治りづらくなります。

「 」充実してきました。そして、自分の考えを広げ 自然治癒力を高めるには普段から 適度な運動

たり深めたりできるようになってきています。 「栄養やバランスのとれた食事 「十分な睡眠」」

これら研究の成果を１月１９日（木）に中間 を心がけることが大切です。また、心の健康も体

発表という形で報告します。当日は、５時間目 に影響します。楽しい！うれしい！頑張った！で

に各学年１学級( )が公開授 きた！ホッとできる！…心も体も元気いっぱいに1-2,2-1,3-1,4-1,5-1,6-1
業を行い、生活科、社会科の授 ２０１１年を締めくくり、新しい２０１２年も健

業を行います。 康に迎えてください。

当日の授業は公開しておりま

すので、保護者の皆様も足をお ◇給食費・教材費引き落とし日

運びください。 ①１２月 ５日（月） ②１２月１５日（木）

入金をよろしくお願い申し上げます。

２年担任 松本 彩〈百人一首〉
本年度から本校では伝統的な言語文化である百人一首を各学年で取り組んでいます。教室からは百人

一首を元気に詠んでいる声が聞こえてきます。

今月６日から９日まで「百人一首がんばる習慣」が行われます。一年生は初めての百人一首独特の節

とリズムを味わいながらかわいらしい声で頑張っています。その他の学年も、それぞれの目標に向けて

練習に励んでいます。

前回、７月に行われたの検定では多数の「百人一首名人」が誕生しました。その後も毎週月曜日に校

長室で行われている検定では校長先生から合格スタンプをもらった子供たちが笑顔で校長室から出てく

る姿が見られ、意欲的に取り組んでいる様子がうかがえます。

１２月２０日には百人一首集会があります。日本の伝統文化に慣れ親しむとともに、もっともっと楽

しんで百人一首に取り組みましょう。


